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2013年度一般会計補正予算 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

明生園・明飽園、はなぞの学苑、平

成学園、デイサービスセンター、中

央在宅福祉センター（いずれも市立）

を市から社会福祉事業団へ移譲する

ための廃止条例 

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

城南図書館・児童館の指定管理者の

指定について 
● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

産文会館解体工事契約締結について ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

特定秘密保護法に反対する意見書 ○ ● ● ○ ● ● ● ● 

年金削減の中止を求める請願 ○ ● ● ● ● ● ● ● 

 消費税率増税中止を求める請願 ○ ● ● ● ● ● ● ● 

ＮＯ．８８２ 
2014 年１月１2 日 

電話 ３２８－２６５６ 
FAX ３５９－５０４７ 

熊本市手取本町１－１ 議会棟３階   
メール：kumamsu@gamma.ocn.ne.jp 

ホーム：http://www.jcp-kumamoto.com/ 

 

 

未来：くまもと未来、連合：市民連合、自由：自由クラブ、教育：日本の教育を考える会、市政：市政クラブ 

１２月議会の主な議案等への会派の賛否状況 賛成○ 反対●  

１２月市議会最終日、なすまどか

議員は産業文化会館解体工事の契約

議案について質疑を行いました。 
１月中にも産文解体を進めようと

する熊本市に対して、１２月１６日、

３０００名を超える市民が、解体予

算の執行差し止めを求める住民監査

請求を提出しています。住民監査請

求は、市の税金支出が住民の願いに

かなっているのか、妥当・不当を住

民自身が直接問える大切な権利で

す。監査委員会は、監査請求を受け

６０日以内に結果を出さなければな

らないことになっています。 
質疑では「せめて工事の着工は住

民監査の結果を受けてから判断する

べきではないか？」と質したことに

対し、幸山市長は「契約締結後、予

定通り着手したい」と住民の声を無

視する答弁に終始。年明け早々から

解体工事に着手し、市民の反発を招

いています。 

 産文解体予算を凍結した市議会

は、特別委員会を設置し「中規模ホ

ールの機能補完の総合的検討」など

の条件を付け、予算凍結の解除を行

った経緯があります。 
 しかし、中規模ホール機能につい

ては、森都心プラザホールや市民会

館大ホールの分割で代替できるな

ど、補完とは到底言えない方針しか

示されていません。また、中長期的

に市民会館改修計画のなかで整備

するとのことですが、具体的な時

期や見通しも示されていません。 
住民の声も議会の要請も無視

し、産文解体をごり押しすること

は許されません。 
まだまだ使える建物は大事に利

活用し、それをまちの魅力として

活かしていく。こうしたまちづく

りが求められています。 
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東
京
都
で
は
、
医
療
法
人
か
ら
の
裏
金
疑
惑
で
前
知
事

が
辞
職
に
追
い
込
ま
れ
、
新
年
早
々
の
都
知
事
選
挙
が
行

わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
住
民
に
背
を
向
け
、
金
に

絡
め
と
ら
れ
た
行
政
ト
ッ
プ
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あ
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方
が
問
わ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
訳
で
す
。 

「
働
き
や
す
く
、
暮
ら
し
や
す
い
街
に
し
た
い
」
を
政
策

に
掲
げ
立
候
補
を
表
明
さ
れ
た
宇
都
宮
健
児
氏
（
前
日
弁

連
会
長
）
の
健
闘
を
願
っ
て
い
ま
す
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熊
本
市
も
、
今
年
は
市
長
選
挙
が
問
わ
れ
ま
す
。
熊
本

市
は
、
市
民
の
意
見
も
聞
か
な
い
ま
ま
、
桜
町
再
開
発
事

業
へ
の
三
千
人
大
会
議
場
整
備
に
４
百
億
円
近
い
税
金

を
投
入
し
た
り
、
耐
用
年
数
を
５
０
年
も
残
し
た
産
業
文

化
会
館
を
３
千
人
の
再
開
を
求
め
る
住
民
監
査
請
求
署

名
を
無
視
し
て
、
解
体
を
強
行
す
る
な
ど
、
住
民
の
声
を

無
視
し
た
市
政
の
暴
走
は
目
に
余
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
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不
在
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ず
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は
な
い
で
し
ょ
う
か
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思
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ま
す
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 今年 4 月から、「公共サービス民

間提案制度（市場化テスト）」に基づ

く民間委託として、浄書管理業務と

森都心プラザ市民サービスコーナー

が民間委託されようとしています。

これまでモデル事業として実施され

てきた「市場化テスト」を本格実施

するものです。 
 
 
市役所業務のすべてについて、民

間業者の提案があれば、民間給与と

公務員給与が比較され、どっちが効

率的かということで、市役所丸ごと

民間になってしまうような法律が、

「市場化テスト法」です。 
 雇用破壊が社会問題になっている

中で、市役所が率先して雇用破壊を

先導するような「市場化テスト」の

本格導入はすべきではありません。 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
浄書業務は、行政文書の印刷や製

本で、個人情報や政策決定段階の文

書や議会関係の文書など、一般的に

は公開する段階にない文書情報もあ

り、安易に民間業者に委ねられませ

ん。緊急性・優先順位等、細かな配

慮・判断は、経験と責任があってこ

そできます。市民サービスコーナー

も、７３万市民の個人情報を扱う業

務で、単に安上がりに民間でやれば

よいというものではありません。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
市の導入判断が適切なものであ

ったのか、議会が検証しようとして

も、民間の提案内容は企業情報だか

らと、提案書すら見ることができま

せん。これでは、どの点で民間が有

利・効果的なのか、議会としてのチ

ェックもできません。 
 
 

 熊本市は、森都心プラザ図書館に

続き、今年 4月に開館となる城南図

書館へも指定管理者制度を導入しよ

うとしています。 
国会でも、「図書館に 

指定管理者制度はなじまない」 

 2008 年6 月3 日参議院文教科学委員

会で、文部科学大臣が「公立図書館への指

定管理者制度の導入は長期的視野に立っ

た運営が難しくなり、図書館になじまない、

職員の研修機会の確保や後継者の育成等

の機会が難しくなる、やっぱりなじまない」

と答弁。社会教育法改正にあたり異例の付

帯決議がつけられ、国としての強い懸念が  

示されました。 

 
 
 
 
 
 
内容が全く不透明なまま、民間有利

という結果だけが押し付けられるこ

とになります。議会制民主主義さえ

揺らぎかねない問題です。 
このような「市場化テスト」の本

格導入は絶対に認められません。 
 
 
 
民間になれば、雇用が不安定 

        経験も蓄積されない 

 市は人件費も正規職員待遇で積算

し払っていますが、実際に現場で働

く職員は、1 年契約更新の嘱託職員

待遇です。これでは、まともな仕事

として働くことができません。しか

も5年毎の更新で指定管理者からは

ずれたら、雇用継続もできません。

これでは、経験も蓄積されません。 
 ５年で公募を繰り返す指定管理で

は長期的展望を持った方針や企画も

できません。 
 
 

公共サービスを解体し、雇用を破壊する「市場化テスト」は中止を 
今年 4 月から市場化テストの本格導入、「浄書管理業務」「森都心プラザ市民サービスコーナー業務」を民間へ丸投げ 

日本共産党市議会だより 2014年1月12日号 (№882) 

雇用破壊につながる危険も 

高度な情報管理と経験が必要 
なぜ、民間がよいのか、議会もチェックできません 

城南図書館への指定管理者制度は導入すべきでない！ 

 

 
 

市場化テストは、公共サービスのどこ

をどのように改革していくのかというこ

との中身が全くないままに、民間事業者

が民間へと提案してきた事業のすべて、

要するに行政のすべての分野の事業を、

ただ単に次々と民間へと売り渡してい

く、「公共サービス解体」の手法です 

 
 
 

市場化テストは、民間言いなりで 

どんな仕事でも民間に委ねるもの 

「桜町再開発事業に関する説明会」が開かれます 

日時：1月17日（金）①午後2時～、②午後6時～ 

場所：九州産交グループ本社2階会議室（交通センター・マスターズボウル 2階） 

＊どなたでも参加できます。【問合わせ】熊本市都市政策課 328－2502 
 
 


